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岡山県地域医療支援センター長として ～ 2012-2020 の 8 年間～

岡山済生会総合病院

名誉院長 内科診療顧問　糸島 達也
（岡山県地域医療支援センター 前センター長）

Ⅰ．ごあいさつ

2004 年に新医師臨床研修制度が導入されたのを契機として、 大都市への医師の集中が

起こり、 大学の教室から派遣されていた医師が教室にまとまって呼び戻されたことと、 1950

年前後に医師になった医学部と医科専門学校卒業医師が多数引退した 2000 年前後の時期が重なったために地方の中

小病院の医師不足が一気に明らかになりました。 それに対応するために、 2009 年に地域医療再生基金が各県に作られ、

2010 年に岡山大学大学院医歯薬学総合研究科地域医療人材育成講座を設立、 片岡仁美先生と佐藤勝先生が教授に就

任し、 地域枠学生を担当されました。（2020 年 4 月、 片岡仁美先生（岡山大学病院ダイバーシティ推進センター教授）

に代わり、 小川弘子先生が教授に就任されました。）

2012 年に岡山県庁の保健福祉部医療推進課の一隅に岡山県地域医療支援センターができ、センター長に就任しました。

そこでの８年間を振り返りました。

１． 県庁はデータの宝庫と感じました。 しかし、 人はくるくると 1 ～ 3 年で交代するのでベテランが育ちにくいとも感じ

ました。

２． 岡山県地域医療支援センターには優秀な人材が地域医療担当として次々と来て助けてくれました。 課長、 参事に

も助けていただきました。 今後も則安先生が参与としておられると安心です。 よろしくお願いいたします。

３． 臨時職員も能力の高い条件で募集すると、 県庁なら能力の高い人が来てくれました。

４． 私が岡山大学出身であったので、 岡山大学の皆様も協力していただけたし、 岡山県医師会の理事をしていたこと、

岡山大学第一内科の同門でしたので、 県内の病院を訪問しても知り合いが多かったことが有利に働きました。 多く

の人に感謝いたします。

５． 岡山済生会がへき地医療支援機構を担当していましたので、 自治医科大学出身の先生方との連携も容易でした。

６． 岡山大学の地域医療人材育成講座の片岡仁美教授と佐藤勝教授とはご一緒できて楽しかったです。 岡山県地域医

療支援センターの岡山大学支部はずっと岩瀬敏秀先生が全精力を注いで指導してくださり、 また今後の地域枠学

生と地域枠卒業医師の良きパトロンとなっていただけると信じています。

７． 岡山県医師会の石川紘会長と松岡正春会長には大変お世話になりました。

８． NPO 法人岡山医師研修支援機構では伊野英男先生、 忠田正樹先生にお世話になりました。 忠田先生とは２年間に

亘って岡山県地域医療支援センターで一緒に仕事をし、 その後、 後任をお願いできて安心しています。

９． 今後 10 年して第一次ベビーブーマーの世代が僅かになると、 医療対象が 60％まで下がりますが、 第二次ベビー

ブーマーで一時 78％に増えて、 その後 40％に向かって漸減します。 その途中で医師過剰が起こるでしょうか。 地

域枠卒業医師が努力して、 良き信頼される医師になって活躍してくれることを期待します。 NPO の地域医療部会の

病院長、 理事長の先生方よろしくお願いいたします。

10． 最後に難題に答え続けて、 地域枠医師の研修先病院選定のため、 厚生

労働省等の統計資料、 市町村 ・ 病院への調査データや岡山県医療機能

情報を用いた客観的な統計データを出し続けてくださった宇野みか様、

下山みどり様、 秋田政子様にお礼を申し上げます。 今までの経過はホー

ムページをご参照いただけると幸いです。

https://chiikiiryouokayama.wixsite.com/centerokayama

 11．毎週月曜日に県庁に通った楽しい８年間でした。ありがとうございました。
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ごあいさつ

岡山県地域医療支援センター

センター長　忠田 正樹

 
2020 年の当センターの年次報告書が出来上がりました。 私がセンター長を前のセンター長

である糸島先生から引き継いだのが、 2020 年の 4 月ですので、 まさに新型コロナウイルス

感染症の第 1 回目の緊急事態宣言の頃でした。 そしてその後もコロナ禍の影響で、 本来行わ

れる予定だった当センターの行事の多くが開催中止になった一方、 オンラインという新しい形式の研修会や会議を経験し

た一年でした。

当センターの事業は、 この年次報告書やセンターのホームページに詳しく記載している通りですが、 主な役割は、 県

内の医療資源の地域偏在を少しでも解消するために、 医師不足地域に対して医師の適切な配置を図るべく、 県が養成し

ている岡山大学医学部の地域枠卒業医師や広島大学医学部のふるさと枠卒業医師の勤務先病院を決定することです。

その決定のための方策として、 これは全国的にも稀だと思われますが先代のセンター長はじめスタッフの思案検討の

結果、 県は医師配置に関して人事権を持たず、 各医師と複数の配置希望病院との間で勤務先を決定するというマッチン

グ方式を採用しています。 具体的には、 事前の準備として県内のそれぞれの地域の医師不足の状況や地域の各病院の

実態をアンケートなどによって調査分析し、 それらの情報を基に、 医師を配置すべき地域とその地域の配置先候補病院

を複数選定し、 勤務予定の医師に提示の上、 お互いに面接を行って希望の勤務先を決定するというシステムです。

当センターは 2012 年 2 月に発足しましたが、 地域枠学生が卒業して初期研修を終え、 初めて義務年限前期の地域勤

務を開始した 2017 年 4 月から、 このマッチング方式で勤務先を決定しています。 調査を基に現地の状況に見合った地域

枠医師の配置は、 公平性客観性という面でもおおむねうまく機能しているものと考えていますが、 さらに勤務した医師

や勤務先病院からの評価などをヒアリングしつつ、 今後も双方の希望に応えてゆきたいと考えています。

加えて、 今年 2021 年 4 月からは初めての義務年限後期の配置が始まります。 これも同じくマッチング方式で決定しま

した。 今回 3 名の医師がそれぞれの地域でこれまでの知識と経験を活かし、 存分に活躍してくれることを大いに期待し

ています。

さて、 当センターにはもう一つ大きな役割があります。 それは地域枠学生、 自治医大学生ならびにそれぞれの卒業医

師に対する学習支援、 専門研修支援、 キャリア形成支援です。 もちろんこれは当センターが単独でできるものではなく、

岡山大学医学部の地域医療人材育成講座、 大学の各医局、 地域枠卒業医師等の勤務先病院、 NPO 法人岡山医師研修支

援機構の地域医療部会、 岡山県へき地医療支援機構、 岡山県医師会、 岡山大学病院ダイバーシティ推進本部など、 皆

さんのご指導やご協力が不可欠ですので、 改めて御礼申し上げ、 ひきつづきご支援のほどをよろしくお願いいたします。

また、当センターの年一回の行事に、今回で第 8 回になる「地域医療を担う医師を地域で育てるためのワークショップ」

があります。 これは地域の各自治体の代表者や各病院長、 大学教職員、 県関係者および当該医師の代表などによる研

修会ですが、 今回はコロナ禍のため集合による開催が不可能にて中止せざるを得ませんでした。

もうひとつ、 これも毎年恒例になっている「地域枠学生 ・ 自治医大学生合同セミナー」があります。 夏季休暇中に一

泊二日の合宿形式での勉強会を兼ねた懇親会で、 学生たちも我々も楽しみにしていたところでしたが、 これも残念なが

ら合宿 ・ 懇親会は断念し、 勉強会だけを初めてのオンライン方式で開催しました。 将来お互い地域医療に貢献する仲間

として、 少しでも顔見知りになってもらおうという試みです。 オンラインでの開催には、 当センター岡大支部の岩瀬医師

に大変尽力いただきました。 次回には、 何とか合宿が可能な社会環境であって欲しいと願っています。

ところで、 2020 年を振り返ると、 個人的には、 地域枠という制度の問題点が見えてきた年でした。 地域枠の趣旨は、

言うまでもなく県内の医師不足地域で医療に従事する強い意志を持つ高校卒業生等を対象に、 県が大学医学部の中に

別枠（現行は学校推薦型選抜入試） を設けて奨学資金を貸与しつつ、 少なくとも義務年限（およそ 9 年間） は地域医

療に貢献する医師を養成するというものです。 しかし必ずしも理想通りに行かない面もみられ、 医育機関と共に今後取り

組むべき課題と考えています。

コロナ禍が早く終息することを祈りつつ、 これからも皆様のご協力ご支援をどうぞよろしくお願いいたします。
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ごあいさつ

岡山県地域医療支援センター　岡山大学支部

専任担当医師　岩瀬 敏秀

岡山県地域医療支援センター岡山大学支部は 2012（ 平成 24） 年 4 月に設立され、 もう

すぐ 10 年目を迎えます。 地域勤務を経験した地域枠卒業医師は 13 名と徐々に数を増し、 そ

れぞれの地域を支えてくれています。 2020 年は COVID-19 の影響で、 地域医療教育だけでなく地域枠卒業医師のキャリ

ア支援も例年通りとはいかないところがありました。 実習の時期を含めたカリキュラムは大幅に変更され、 実習施設は岡

山県内に限定となり、 講義はオンライン中心と変わりました。 岡山大学の地域枠学生との面談すらオンラインとなり、 広

島大学のふるさと枠学生とは対面で会うことは出来ませんでした。 地域枠卒業医師の週 1日の研修日も、 PPE（ 個人用

防護具） 不足から手術に入れなかったり、 移動を控えたりといった時期もありました。 世の中は大きく変化しましたが、

できる支援を続けていきたいと考えています。 オンラインの利点を活かし、 離れていても参加しやすい、 つながりを維

持できる企画を実施していく予定です。 今後ともご支援のほど、 どうぞよろしくお願いいたします。
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Ⅱ．地域枠卒業医師のキャリア形成支援

新型コロナウィルス感染症の流行に伴い、 恒例の大きな行事はすべて中止となりましたが、 WEB 会議システムやホー

ムページを利用するなどして、 これまでの流れを止める事の無いようできる形で事業を進めました。 会議や面談なども

感染状況に応じて、 WEB 会議システム等を利用して行いました。

１．第 8回 地域医療を担う医師を地域で育てるためのワークショップ（中止）

地域枠制度について周知させてしていただくために、 岡山県地域医療支援センターのホームページで動画「地域医

療を担う医師を地域で育てるために」・「地域枠卒業医師の勤務病院の選定方法について」を配信しました。 2021 年 1

月からは PDF でご覧いただくことが出来ます。

8 月  2 日 （開催予定中止）

9月 15 日 動画配信（～ 12 月末日）
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２．地域枠支援会議

岡山県地域医療支援センター、 岡山大学大学院地域医療人材育成講座、 岡山大学病院ダイバーシティ推進センター、

県医療推進課の関係者が一堂に会する「地域枠支援会議」を定期的に開催し、 地域枠制度の望ましい運用方法やそ

れぞれの取組状況等について協議しました。

1 月 21 日（第 44 回） 7月 21 日（第 48 回）

8月 18 日（第 49 回）

3月 10 日（第 45 回） 9月 23 日（第 50 回）

10 月 20 日（第 51 回）

5月 13 日（第 46 回） 11 月 21 日（第 52 回）

6月 23 日（第 47 回） 12 月 22 日（第 53 回）

３．地域枠卒業医師との面談

地域勤務 ・ 選択研修（専門医研修）・ 初期臨床研修をしている地域枠卒業医師と個別に面談を行い、 勤務の状況や

研修の様子、 今後のキャリアについて相談を受けました。

（勤務状況の内訳、2020 年 4 月現在）

勤務状況
勤務年数

臨床研修 地域勤務 産婦人科 選択研修等 合計

1 年目 10 3 1 5 19

2 年目 4 5 - 5 14

3 年目 1 - - 1

計 14 9 1 10 34

4 月 16・17・20・23・24・27・30 日

5 月 11・12・14・18・21・22・25・27 ～ 29 日

6 月 1 ～ 4・9 ～ 11・16・18・22 ～ 24・26 日

7 月 8・15・21 日

４．地域枠学生との個別面談・希望進路ヒアリング

地域枠学生と個別に面談し、 学校生活の状況を聞いたり、 大学生活・学業・将来に関するアドバイス等を行いました。

また、 卒業が間近になった 6 年生の面談では、 現時点で想定する卒後 9 年間のキャリアプラン、 将来希望する診療科

等についてのヒアリングを行いました。

4 月～ 岡山大学・広島大学地域枠学生
（1～ 6年生） （在学生の内訳、2020 年 4 月現在）

学年 1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 計

岡山大学 4 4 6 7 5 6 32

広島大学 1 4 0 1 2 2 10

計 5 8 6 8 7 8 42

11 月 6 日

13 日

広島大学地域枠学生　（6年生）

　　　　〃

12 月

19 日

3 日

10 日

岡山大学地域枠学生　（6年生）

　　　　〃

　　　　〃
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卒後 3 ・ 4 年目の地域枠卒業医師が地域勤務する（以下、「前期配置」という）病院と卒後概ね 7 年目の地域枠卒業

医師が地域勤務する（以下、「後期配置」という）病院の候補を決め、 対象となる医師とのマッチングを行いました。

候補病院を決定するにあたり、 次のような調査やデータの分析をしました。

①地域枠卒業医師の配置希望調査（対象：県内全 161 病院、調査期間：2020 年 4 月 10 日～ 5月 18 日）

②地域医療に関する取組調査（対象：全 27 市町村、調査期間：2020 年 4 月 10 日～ 5月 18 日）

③地域の医師不足の評価

（岡山県地域医療支援センターが、岡山県医療機能情報、厚生労働省の医師・薬剤師・歯科医師統計等のデー

タから得られる情報を元に分析）

2019 年の調査結果を基に、 2020 年 4 月から地域枠卒業医師 4 人を新たに前期配置しました。 2019 年 4 月から継続し

て勤務している 6人と合わせて、 10 人が地域で活躍しています。

令和 2 年度第 1 回岡山県医療対策協議会で、 昨年に引き続き、 県北の保健医療圏の医師の充足状況を勘案した上で、

県南の保健医療圏にも可能な範囲で配置すること、 加えて、 2021 年 4 月から開始する後期配置については、 病院の医

師不足に重点を置くことや医師の専門性に配慮することも了承されました。

2020 年の調査結果を基に、 2021 年 4 月から配置される候補病院として前期 8 病院・後期 6病院を選定しました。 マッ

チングにより決定した前期 5 人 ・ 後期 3 人の医師と、 産婦人科の専攻医 1 人が新たに勤務を開始し、 継続する 3 人の医

師と合わせて 12 人が地域勤務となる予定です。 なお、「後期配置」は今年初めてマッチングを行いました。

①～③の調査結果については、ホームぺージで報告しています。

https://chiikiiryouokayama.wixsite.com/centerokayama/

（地域枠卒業医師の勤務状況の内訳、2020 年 4 月現在）

地域勤務（勤務開始年月、勤務病院） 人数 選択研修（研修病院） 人数 臨床研修（基幹施設） 人数

2018 年 4 月 湯原温泉病院

10 人

岡山市立市民病院
岡山赤十字病院
岡山大学病院
倉敷中央病院

10 人

岡山済生会総合病院
岡山市立市民病院
岡山大学病院
津山中央病院
水島協同病院

14 人

2019 年 4 月 赤磐医師会病院

笠岡第一病院

金田病院

高梁中央病院

積善病院

2020 年 4 月 中島病院

成羽病院

渡辺病院

津山中央病院（産婦人科）
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（人）

（勤務年度）

地域枠卒業医師の地域勤務人数（2021年3月予測）

前期配置（卒後3・4年目） 後期配置（卒後概ね7年目以降） 産婦人科

※ 2021 年度入学生までを反映しています。 2022 年度以降の募集定員は未定です。

Ⅲ．地域の医療機関への地域枠卒業医師の配置
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１．前期配置候補病院の選定条件（2021 年 4 月配置用）

（1）

地

域

枠

卒

業

医

師

の

配

置

希

望

調

査
（

病

院

）

①教育指導体制
教育担当者の有無、医学生・研修医の受入実績等、症例検
討会の実施状況、若手の育つ環境が整えられているかどう
か、学習環境の整備状況を評価

100 点満点で病院を
評価する。

②地域で
　果たしている役割

救急告示病院等の認定状況、地域の医療事情の把握・受療
困難地域への対策実施状況を評価

③待遇と勤務環境
雇用形態や給与、他施設での研修日の設定、休暇・休業の
取得可否、働き方改革への取組状況等を評価

④救急車の受入状況
年間の救急車受入実績（常勤換算医師 1 人あたり・1 病床
当たり）を評価

⑤新専門医制度への
　取組状況

基本診療領域の基幹施設・連携施設・特別連携施設として
の認定状況を評価

⑥経営状況 2年間の医業利益率と医業収益（医師 1人当たり）を評価

（2）地域医療に関する
　　取組調査（市町村）

自治体が取り組んでいる医療人材確保や地域医療充実のた
めの施策等を評価

（3）地域の医師不足
医師数、医師の高齢化の状況、病院へのアクセス状況等を
加味したうえで地域の医師不足状況を評価

保健医療圏域ごとの
候補病院数決定の指
標とする。

２．後期配置候補病院の選定条件（2021 年 4 月配置用）

①患者数と
　日直・当直の状況

常勤医師 1 人あたりの 1 日の患者数、日直・当直の勤務状
況を評価

100 点満点で病院を
評価する。

②救急車の受入状況
年間の救急車受入実績（常勤医師1人あたり・1病床当たり）
を評価

③教育指導体制
　（研鑽するための環境）

医師の年齢構成、他施設での研修、学会・勉強会への参加
可否、学習環境の整備状況を評価、若手の育つ環境が整え
られているかどうかの評価

④医師の専門性との
　マッチ状況

病院の希望する診療科と勤務候補の医師の専門性とのマッ
チ状況の評価

⑤待遇と勤務環境 給与、休暇・休業の取得可否、保育制度の有無等を評価

⑥地域貢献
後期配置を希望する理由、後期配置される医師へのアピー
ル、地域貢献としてどのようなことが出来るかの評価

⑦他薦
本調査に協力した医療機関から、後期配置をするにふさわ
しい施設との推薦がどれだけあったかを評価
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３．勤務病院決定までの流れ（2020 年 1 月～ 12 月）

【2020 年 4 月配置のための流れ】

2 月 29 日 知事が 4病院を地域枠卒業医師の地域勤務病院に指定

4 月 地域勤務開始

（中島病院・成羽病院・渡辺病院・津山中央病院（産婦人科） 各 1人）

【2021 年 4 月配置のための流れ】

4 月 10 日～

　〃

①「地域枠卒業医師の配置希望調査（病院）」の実施（～ 5/18）

②「地域医療に関する取組調査（市町村）」の実施（～ 5/18）

6 月 4 日

～ 15 日

「令和 2年度 第 1回 岡山県医療対策協議会」（書面開催）

・昨年に引き続き、 県北の保健医療圏の充足状況を勘案した上で、 県南の保健医療圏にも可

能な範囲で配置すること、 加えて、 2021 年 4 月から開始する後期配置については、 病院

の医師不足に重点を置くことや医師の専門性に配慮することも了承された。

8 月 ～ 26 日 「後期配置」を希望する勤務病院の評価に係る点数の重み付けについての調査を実施

（対象：岡山県内の地域医療関係者）

9月 23 日 「後期配置」を希望する勤務病院の評価に係る点数の重み付け決定

・8 月に実施した地域医療関係者への調査結果を踏まえて決定した。

～ 25 日 地域枠卒業医師の 2021 年度の勤務希望の確認

・8人が地域勤務を希望し、マッチング対象となった。（前期配置 5 人 ・ 後期配置 3人）

10 月 7 日 2021 年 4 月から地域勤務を開始する地域枠卒業医師の配置候補病院決定

・地域枠卒業医師の配置を希望する病院から、前期配置 8 病院、後期配置 6 病院を候補病

院として選定した。

前期配置…高梁・新見（2）、真庭（3）、津山・英田（2）、県南（1）

後期配置…高梁・新見（1）、真庭（2）、津山・英田（2）、県南（1）

7日～ マッチング開始

11 日 「地域枠卒業医師と候補病院の合同説明会」（WEB 開催）

・前期配置の候補病院による病院紹介、地域勤務希望者の自己 PR、質疑応答などを行った。

・後期配置の候補病院による病院紹介、地域勤務希望者の自己 PR、質疑応答などを行った。

12 月 11 日 勤務希望病院・採用希望者の順位表提出期限

24 日 マッチング結果・産婦人科医配置の確認

・前期配置…高梁中央病院（高梁市）・落合病院（真庭市）・金田病院（真庭市）・中島病院

（津山市）・笠岡第一病院（笠岡市） 各 1人

・後期配置…湯原温泉病院（真庭市）・鏡野病院（鏡野町）・井原市民病院（井原市） 各 1人

・産婦人科については、津山中央病院（津山市）に専攻医 1人を追加配置する。

各病院の採用手続きを経て、2021 年 2 月末までに知事が地域勤務病院の指定を行う予定。
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１．地域枠学生・自治医科大学生合同オンラインセミナー

岡山大学 ・広島大学の地域枠学生、 自治医科大学生が集まる合同セミナーは今年 8 回目を迎えるところでした。 例

年通り、 地域の医療施設の見学や市町村の住民の健康維持のための取組体験、 メディカルラリー等を通して、 将来共

に働くことになる仲間と学び、 親睦を深めようと計画を進めておりましたが、 新型コロナウィルス感染症の流行に伴い、

宿泊を伴うイベントは中止となりました。

しかし、 この状況でもできる事をということで、 5 年生を中心準備を進め、 オンラインで開催する運びとなりました。

概 　 　 　 要

日 程 2020 年 8 月 22 日（土）14：00 ～ 15：30

開 催 本 部 岡山県地域医療支援センター岡山大学支部（MUSCAT CUBE)

参 加 学 生 岡山大学医学部医学科 岡山県地域枠／広島県地域枠／兵庫県地域枠

広島大学医学部医学科 ふるさと枠

自治医科大学 56 人

スタッフ等 岡山県地域医療支援センター

　　　　　〃　　　　　　　 岡山大学支部

岡山大学大学院 医歯薬学総合研究科 地域医療人材育成講座

岡山県保健福祉部医療推進課 10 人

プ ロ グ ラ ム

13：50 メインルーム集合

14：00 開会あいさつ
忠田　正樹（岡山県地域医療支援センター センター長）
下野間　豊（岡山県 保健福祉部 医療推進課 課長）

14：10 グループディスカッションについて説明（5年生）
（各グループのブレイクアウトルームへ移動）

14：15 テーマ①についてグループ討論
（メインルームへ集合）

14：35 テーマ①について発表
（各グループのブレイクアウトルームへ移動）

14：45 テーマ②についてグループ討論
（メインルームへ集合）

15：00 テーマ②について発表

15：15 閉会あいさつ
佐藤　勝　 （岡山大学大学院 医歯薬学総合研究科 地域医療人材育成講座 教授）
小川　弘子（　　　　　　　　　　　　　　 〃　　　　　　　　　　　　　　）

Ⅳ．地域医療を支える未来の医療人の育成・確保支援

Case B2

・あなたは医師 3年目で市中病院に勤務している

・誤嚥性肺炎の寛解と再発を繰り返している患者（89 歳）に

「寿司を食べたい」と言われた

・胃瘻を造設しており、普段は流動食を摂取している

・流動食であれば経口摂取も可能

・介護をしている娘は経口摂取に反対している

　
どうする？
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２．地域枠ミーティング

1 月

7 月

10 月

14 日

14 日

20 日

岡山大学病院（MUSCAT CUBE）で、 岡山大学医学部医学科の地域枠学生（県内枠 ・ 他県枠）が集まり、 学生主導

でレクリエーションや学習を行いました。 学年を超えて、 地域医療を目指す仲間が親睦を深める機会になりました。

３．自治医科大学・岡山大学入試

2020 年度自治医科大学医学部入学試験 ・ 2020 年度岡山大学推薦入試Ⅱ（医学部医学科地域枠コース）と 2021 年

度岡山大学学校推薦型選抜Ⅱ（医学部医学科地域枠コース）の実施に協力しました。

※岡山大学は 2021 年度入学から入試区分が変わりました。

1月 28 日 2020 年度自治医科大学医学部入学試験第一次試験（面接）

2月  1 日 2020 年度岡山大学推薦入試Ⅱ（医学部医学科地域枠コース）（面接）

12 月  5 日 2021 年度岡山大学学校推薦型選抜Ⅱ（医学部医学科地域枠コース）（面接）

４．岡山県医師養成確保奨学資金制度に関する説明会

3 月 18 日

岡山大学の医学部医学科地域枠コースの入学予定者に対して、 保護者同席

のもと地域枠制度の趣旨と医学生としての心構えなどについて説明しました。

また、 入学予定者の皆さんには、 自己紹介や入学後の抱負などについて話し

ていただきました。

５．岡山県知事と地域枠学生・自治医科大学生との懇談会（中止）

例年、 岡山大学の地域枠学生、 広島大学のふるさと枠学生、 自治医科大学生が県庁を訪れて知事と懇談を行って

います。 卒業生からは修学支援のお礼と地域医療への取り組みに向けた決意が表明され、 知事から激励の言葉をいた

だくところですが、 新型コロナウィルス感染症の流行により中止となりました。

3 月 27 日（開催予定中止）

６．第 7回 岡山県臨床研修連絡協議会

11 月 25 日

臨床研修の質の向上 ・ 環境の改善 ・ 臨床研修医の確保や岡山県の臨床研修病院に関わる情報の共有 ・ 発信を目的

として、 県内の臨床研修病院（15 施設）の研修責任者等が協議を行いました。

［協議内容］　 ・ 2021 年 4 月から臨床研修を開始する医学生等のマッチング結果

・ 2020 年 3月に２年間の臨床研修を修了する研修医へのアンケート（2020 年 1 月実施）の分析結果

・ 2020 年 4 月から臨床研修を開始した研修医へのアンケート（2020 年 4 月実施）の分析結果

・各病院の研修医確保のための取組状況の報告 等
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１．地域の医療機関の訪問

2020 年 4 月から、 新たに地域枠卒業医師が勤務を開始する病院を訪問し、 地域枠卒業医師がどのように働くのか、

指導体制 ・ バックアップ体制がどのようになっているのかについてお聞きしました。 また、 地域の医療の現状や地域に

おける病院の役割 ・将来像、 救急車の受入状況等についての意見交換も行いました。

2 月

3 月

10 日　特定医療法人和風会 中島病院（津山市）

9日　医療法人思誠会 渡辺病院（新見市）

中島病院 渡辺病院

Ⅴ．地域枠卒業医師の着任環境の整備に関する助言・支援
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１．シミュレーショントレーニング in 新見

1 月

9 月

11 日

12 日

新見市立新見保育所

（対象：新見市内で勤務する保育教諭）

新見公立大学

（対象：新見市内で勤務する介護施設職員）

保育教諭のための急変対応トレーニング

保育園 ・ 幼稚園 ・ こども園等で起こりう

る事故を想定し、 急変時の対応訓練を行う

事で、 保育教諭のスキルアップを目指しま

した。

患者の急変対応トレーニング

施設で利用者に急変が起きた場合を想

定し、 医師 ・ 看護師の指導の下に対応 ・ 連

絡の手順を確認しました。

２．第 11 回 岡山 MUSCAT フォーラム　『天職と向き合う』

10 月 31 日　地域医療人材育成センターおかやま（MUSCAT CUBE）

加藤庸子先生（藤田医科大学ばんたね病院 脳神経外科　教授／脳血管ス

トロークセンター センター長）を講師にお迎えし、 オンラインで開催しました。

世界を舞台に活躍される先生から、 プロの医師としての生き方 ・ 姿勢を学

べる貴重な機会となりました。

Ⅵ．岡山大学病院ダイバーシティ推進センター
（医療人キャリアセンター MUSCAT）との協力
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１．岡山県医療対策協議会への出席

医療法及び医師法の一部を改正する法律（平成 30 年法律第 79 号）が平成 30 年 7 月 25 日に公布、 一部施行さ

れたことに伴い、 岡山県地域医療支援センター運営委員会は平成 30 年度で廃止され、 令和元年度から岡山県医療対

策協議会に統合されました。

2 月 14 日 第 24 回岡山県医療対策協議会（令和元年度第 3回）

議題（１）専門医制度整備指針の改訂およびサブスペシャリティ領域専門研修細則（案）

への意見について

（２）令和 3年度臨床研修病院の募集定員について

その他　2020 年度専攻医一次登録における領域別採用状況について

専攻医シーリングに係る国への意見について

6月 4日

～ 15 日

第 25 回岡山県医療対策協議会（令和 2年度第 1回、書面開催）

議題（１）岡山県地域医療支援センターの運営について　　　　　　　　　　　　 

① 令和元年度事業実績及び令和２年度事業計画（案）

② 令和３年度地域枠卒業医師の配置方針（案）

（２）岡山県へき地医療支援機構の運営について（令和元年度事業実績及び令和２

年度事業計画（案）） 

（３）2021 年度専攻医の募集におけるシーリング案について

（４）令和３年度臨床研修病院の募集定員の決定について（報告）

11 月 5 日

～ 12 日

第 26 回岡山県医療対策協議会（令和 2年度第 2回、書面開催）

議題（１）2021 年度専攻医募集シーリングに係る県から国への意見について（報告）

（２）2021 年度専攻医募集においてシーリング枠外とする地域枠・自治医科大学卒業医師

について

２．シンポジウムへの参加

地域枠学生 ・ 地域枠卒業医師のキャリア形成や地域枠制度の在り方を考えるシンポジウムに参加し、 情報の収集に

努めました。

２月 14 日 第 12 回  全国シンポジウム「地域推薦枠医学生の・卒前・卒後教育をどうするか？」

～地域枠制度がもたらしたもの～

主催：鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 地域医療学分野／離島へき地医療人材育成センター

３．岡山大学 教養教育科目『生活の中の医療』（1年生）

10 月

11 月

1・8・15・22 日

5・12・26 日

４　．ホームページ・Facebook による情報発信

岡山県地域医療支援センターの活動状況の報告や分析資料の掲載を随時行っています。

「ホームページ」https://chiikiiryouokayama.wixsite.com/centerokayama

「facebook」　　 https://www.facebook.com/chiikiiryou33

Ⅶ．連携協力・情報発信
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５．「第１０回 中四国地域医療フォーラム」の開催

2020 年は岡山での開催となり、 岡山大学大学院 医歯薬学総合研究科 地域医療人材育成講座と岡山県地域医療支

援センター岡山大学支部を中心に企画 ・運営を行いました。

1 日目の大学関係者のプレ集会では、 地域医療に関わる講座の今後とその課題についての報告と全体討論を行いま

した。 行政関係者のプレ集会では、 予備調査を実施した各県の地域枠制度の取組状況について、 討論しました。

2 日目の本会では、 各県が地域枠学生（医師）にどのような支援を行っているかについて報告しました。 また、 実

際に地域で勤務している地域枠医師が近況を報告しました。 地域医療を守りながら、 医師のより良い働き方や成長が

望める制度になるよう、 情報の共有 ・討論を行いました。

概 　 　 　 要

日 程
2020 年 2 月 7 日（金）（プレ集会）14：00 ～ 17：00

8 日（土） （ 本 会 ）  9：00 ～ 15：00

開 催 場 所 アークホテル岡山

主 催 岡山大学大学院 医歯薬学総合研究科 地域医療人材育成講座

岡山県 保健福祉部 医療推進課

岡山県地域医療支援センター

協 力 岡山大学病院

岡山大学 医学部

全国地域医療教育協議会

目 的 地域枠制度を適切に運用していくために、近隣県の取組を共有し、建設的な意見交換を

行う。

テ ー マ 「地域枠卒業医師をどう支援するか」

参 加 者 中四国各県の地域医療に関わる大学関係者、県行政担当者、地域医療支援センター職員、
公立病院指導医、地域枠卒業医師、地域枠学生 他

「第 10 回 中四国地域医療フォーラム」（本会）参加者

ワークショップの様子 地域枠学生グループの発表
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プ ロ グ ラ ム

１
日
目
（
プ
レ
集
会
）

①
大
学
関
係
者

13：30 受付

14：00 ～
開会あいさつ

司会：岩瀬　敏秀（岡山県地域医療支援センター 岡山大学支部 専任医師）

片岡　仁美（岡山大学大学院 医歯薬学総合研究科 地域医療人材育成講座 教授）

「地域医療関係講座の今後と課題」

座長：佐藤　勝　（岡山大学大学院 医歯薬学総合研究科 地域医療人材育成講座 教授）

・概要説明

片岡　仁美 教授

・各大学からの報告（鳥取大学、島根大学、広島大学、山口大学、徳島大学、

愛媛大学、高知大学、岡山大学）

・全体討論

16：40 ～ 次回開催地についてのお知らせ

閉会あいさつ

佐藤　勝 教授

②
行
政
関
係
者

13：30 受付

14：00 ～
開会あいさつ

司会：斎藤　雅史（岡山県 保健福祉部 医療推進課 総括参事）

下野間　豊（岡山県 保健福祉部 医療推進課 課長）

情報交換会（協議事項提案県からの説明、意見交換）

鳥取県、島根県、広島県、山口県、徳島県、香川県、愛媛県、高知県、岡山県

16：40 ～ 次回開催地についてのお知らせ

閉会

２
日
目
（
本
会
）

8：30 受付

9：00 ～ 開会あいさつ　司会：岩瀬　敏秀 専任医師

金澤　右　 （岡山大学病院長）

淺沼　幹人（岡山大学医学部長）

中谷祐貴子（岡山県保健福祉部長）

テーマ「地域枠卒業医師をどう支援するか」　座長：佐藤　勝 教授

・概要説明

片岡　仁美 教授

・各大学からの報告（鳥取大学、島根大学、広島大学、山口大学、徳島大学、

香川大学、愛媛大学、高知大学、岡山大学）

地域枠卒業医師からの近況報告「ライフイベントとの両立について」

脇地　一生（岡山県、落合病院 内科）

向田　千夏（島根県、加藤病院 総合内科）

ワークショップ　司会：佐藤　勝 教授

テーマ ①「ライフイベントの両立について」

②「地域枠学生（医師）がどのようにして実力を身につけるか」

③「地域医療を守るために」

・自己紹介、グループ討論

・発表、全体討論

次回開催者ごあいさつ

16：40 ～ 閉会あいさつ

佐藤　勝 教授
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１　．定例会の開催

毎週月曜日、 岡山県医療推進課において、 岡山県地域医療支援センターの運営について協議を行いました。 新型コ

ロナウィルスの感染状況に応じて WEB 会議システムを利用するなど、 業務が滞らないようにしました。

２ ０ ２ ０ 年 の 主 な 行 事 な ど

2 月 7 日

14 日

29 日

「第 10 回中四国地域医療フォーラム」の開催（～ 2/8）

「第 24 回岡山県医療対策協議会」（令和元年度第 3回）への出席

知事が 4病院を地域枠卒業医師の地域勤務病院に指定

3月 18 日

27 日

31 日

岡山県医師養成確保奨学資金制度に関する説明会

（中止）岡山県知事と地域枠学生・自治医科大学生との懇談会

糸島達也センター長 退任

4月 1日 

〃 

〃

10 日

 〃 

忠田正樹センター長 就任

地域枠卒業医師の地域勤務開始（前期配置新規 4人）

地域枠卒業医師の臨床研修開始（10 人）

「地域枠卒業医師の配置希望調査」（病院）の実施（～ 5/18）

「地域医療に関する取組調査」（市町村）の実施（～ 5/18）

6 月 4 日 「第 25 回岡山県医療対策協議会」（令和 2年度第 1回、書面開催、～ 6/15）

8 月 2 日

22 日

（中止）「第 8回地域医療を担う医師を地域で育てるためのワークショップ」

「地域枠学生・自治医科大学生合同オンラインセミナー」の開催

9月 15 日 「地域医療を担う医師を地域で育てるために・地域枠卒業医師の勤務病院の選定方法について」の WEB 配信

10 月 7 日

11 日

地域枠卒業医師と候補病院のマッチング開始

「地域枠卒業医師と候補病院の合同説明会」の WEB 開催

11 月 5 日

25 日

「第 26 回岡山県医療対策協議会」（令和 2年度第 2回、書面開催、～ 6/12）

「第 7回岡山県臨床研修連絡協議会」の開催

12 月 24 日 2021 年 4 月からの地域勤務マッチング結果・産婦人科医配置の確認

Ⅷ．定例会の開催
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岡山県地域医療支援センター
〒 700-8570　岡山県岡山市北区内山下 2-4-6

岡山県保健福祉部医療推進課内
TEL：086-226-7381　／　FAX：086-224-2313

E-MAIL：chiikiiryou-center@pref.okayama.lg.jp

https://chiikiiryouokayama.wixsite.com/centerokayama

https://www.facebook.com/chiikiiryou33

岡山県地域医療支援センター　岡山大学支部
〒 700-8558　岡山県岡山市北区鹿田町 2-5-1

岡山大学医学部　MUSCAT CUBE　2 階
TEL：086-235-6833　／　FAX：086-235-6834
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